平成２３年度当初予算　　　支出科目　款：農林水産業費　　項：林業費　　目：林業振興費
	事業名:新日本型フォレスター活動・育成支援事業　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　


（この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください）　
　　　　　　　　　　　　林政部　森林整備課　技術支援担当　電話番号：058-272-1111（内3198）

　　　　　　　　　　　E-mail：ｃ11515@pref.gifu.lg.jp
	事業費


　要求額：7,700千円（前年度予算額：0千円）

	事業内容


	１　事業の内容


（1） 日本型フォレスター活動の試行（国庫補助対象）

・国において平成２５年度から予定されるフォレスターの認定開始を見据え、モデル林業普及指導員（１名）による試行的なフォレスター業務を本県においても実施することにより、円滑な業務実施のための課題等を洗い出し、国の日本型フォレスター制度研修プログラムへの反映を図る。
（２） 日本型フォレスター育成支援（国庫補助対象）

・国の実施する研修を通じ、林業普及指導員等の資質向上を図る。
　（県下普及指導員等１１名）
  ・フォレスター業務に必要な実務経験を積むため、林業普及指導員等（１名）を林業事業体へ研修派遣する。

（日本型フォレスターとは）
・国が新たに創設を予定している「フォレスター」制度において、森林の取扱い等の計画作成や路網作設等の事業実行に直接携わり、指導等を行うなどの実務経験を基礎とし、長期的視点に立ち、目標をもって森づくりを計画し、的確に指導できる技術者。
	２　所要経費


事業費　　7,700千円（内訳　旅費、報償費、需用費、役務費、使用料、燃料費）
	　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

これまでの取組と成果


	１　長期構想上の位置付け


Ⅳ 美しい自然と環境を守る「清流の国」づくり
１ 森・川・海をつなぐ清流とふるさとの自然を守る

・人工林において、「針広混交林への誘導」、「複層林施業」、「長伐期施業」など、多様な森林管理手法の中から適切なものを選択・導入し、水源かん養機能、土砂流出防止機能、二酸化炭素吸収機能など森林の持つ多面的機能を維持・増進する
	２　これまでの取組状況


	３　これまでの取組に対する評価


	決定額の考え方


	要求額の財源内訳（単位：千円）


	区　分
	事業費
	財　　　　源　　　　内　　　　訳

	
	
	国　庫
支出金
	分担金

負担金
	使用料

手数料
	財　産収　入
	寄付金
	その他
	県　債
	一　般
財　源

	前年度
予算額
	　0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	要求額
	7,700
	7,700
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0

	決定額
	7,700
	7,700
	0
	0
	0
	0
	0
	0
	0


